






要約:(1)高層階居住の妊婦での流・死産,異常分娩の割合は低層階居住者でのそれより有

意に高率であった。(2)高層階居住の母親は低層階居住の母親より高率に育児に不安をも

っていた、また高層階居住の幼児は低層階居住の幼児よりも保育上の問題を高率にもって

いた。但し、この時期の知的発達は前者が有意に高かった。(3)受動喫煙の影響をみると

母親が喫煙している場合、子どもが呼吸器疾患に罹患する率、及び問題行動示す率、いず

れもが有意に高かった。(4)6 ㎞以内の通学距離では、長い程子どもの健康にプラスに働

いていたが、これを越すと逆に働いていた。


